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令和５年度 第３回刈谷市入札監視委員会 議事録 

 

１ 日時  令和６年２月２１日（水） １３：３０～１５：００ 

２ 場所  刈谷市役所 ３階 ３０１会議室 

３ 出席した委員（委員数４名） 

委員長        奥村 勇雄（元会計検査院審議官） 

委員長職務代理者   近藤 克麿（公認会計士） 

 委員         佐野 真紀（愛知教育大学准教授）  

委員         加藤 時彦（弁護士） 

４ 出席した事務局職員（５名） 

 星野総務部長、蛇川契約検査課長、岡村課長補佐、並木契約係長、村瀬主任主査 

５ 議題及び概要 

（１）契約工事の報告について（１０月から１２月分） 

→事務局より説明。 

（２）抽出事案の説明について 

   →抽出案件 ４件（一般競争入札４件）を承認。 

（３）その他 

→事務局より以下の件を報告。 

 ・経過表（登録業者の入札参加資格停止について） 

・次回の審査事案の抽出担当者について →加藤委員に依頼。 

・次回以降の開催日について →後日、各委員に候補日を提示。 
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６ 主な質疑 

質問・意見 回答 

議題（１）契約工事の報告について（１０月

から１２月分） 

 

Ｑ：（委員）最低制限価格を令和５年度も引

き上げているが、どういう形で引き上げ

たのか。 

 

Ｑ：最低制限価格を引き上げているのは、業

者も知っているのか。 

 

議題（２）抽出事案の説明について 

・案件１件目  

市道１－３１１号線他道路改良工事 

（一般競争入札、土木一式工事） 

 

Ｑ：（委員）最低制限価格を下回った業者が

５者いて、すべて同額であるが、事務局

としてはどのような数字と考えている

か。 

 

Ｑ：（委員）一般管理費が予定価格の半分以

下の業者があるが、本当にそれでできる

のか。 

 

 

 

 

 

 

Ａ：（事務局）直接工事費を０．９から０．

９７に引き上げています。 

 

 

Ａ：業者への周知を図っており、ホームペー

ジで公表している。 

 

 

 

 

 

 

Ａ：（事務局）業者の内訳を確認したところ、

各業者の内訳割合は様々であり、業者独

自の計算をしていることが読み取れた。 

 

 

Ａ：（事務局）材料費などはある程度金額が

決まっているため、予定価格から最低制

限価格を推測して計算し、一般管理費で

調整して入札価格を決めるという考え

方かもしれない。 
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Ｑ：（委員）内訳書は、いつ提出されるのか。 

 

 

・案件２件目 

市道１－２９８号線他道路改良工事 

（一般競争入札、土木一式工事） 

 

Ｑ：（委員）入札をし、不調になったため、再

入札をしているが、２度の入札の違いは

あるか。 

 

Ｑ：（委員）くじにより決定しているが、同額

となった場合は、自動的にくじに移行す

るのか。 

 

Ｑ：（委員）落札者は、１回目は辞退である

が、２回目は参加している。この事情は

業者に確認しているか。 

 

 

 

 

・案件３件目  

浄水管理事務所全熱交換器更新工事 

（一般競争入札、管工事） 

 

Ｑ：（委員）他の入札の入札参加資格には記

載がない、「本工事の施工能力があるこ

Ａ：（事務局）開札前２営業日の間に入札を

し、内訳書も添付してもらう。 

 

 

 

 

 

Ａ：（事務局）工事の内容は変更していない

が、発注月が異なるため、それに伴う単

価の入れ替えを行っている。 

 

Ａ：（事務局）あいち電子調達システムの入

札システムにより、自動的にくじに移行

する。 

 

Ａ：（事務局）１回目の入札では、辞退届が

出ているため、辞退理由は把握している

が、２回目に参加できた理由の確認はし

ていない。１回目の入札時に下請業者が

見つからなかったということが推測で

きる。 

 

 

 

 

 

Ａ：（事務局）本工事は３００万円以下の工

事であり、施工機会を与えるため、総合
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と。」とあるが、なぜか。 

 

 

 

Ｑ：（委員）辞退と未入札は、辞退は事前に連

絡があったが、未入札は連絡がなかった

ということでよろしいか。 

 

Ｑ：（委員）熱交換器とはどういうものか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・案件４件目  

市道０１－１６号線他区画線設置工事 

（一般競争入札、塗装工事） 

 

Ｑ：（委員）受注する方は、ホームページで

しかわからないのか。また、公告からしか

見られないのか。 

 

 

 

Ｑ：（委員）他の入札の入札参加資格は、市

数値を設けていません。管工事の建設業

許可があり、施工できるのであればどん

な業者でも参加できる。 

 

Ａ：（事務局）お見込みのとおりである。 

 

 

 

Ａ：（事務局）室内と室外の空気を効率的に

換気することで、快適な室内環境を保つ

省エネルギーシステムである。排気時に

捨ててしまう室内の熱を回収して、給気

してきた空気に戻すことで、換気による

温度変化を抑えることができる。 

市内の公共施設にも取り入れているシ

ステムである。 

 

 

 

 

 

Ａ：（事務局）公告は、ホームページやあい

ち電子調達共同システムで掲載してい

る。 

  また、四半期ごとに発注見通しをあいち

電子調達共同システムで掲載している。 

 

Ａ：（事務局）市内業者では、区画線が引け
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内に本店か、または市内に本店もしくは支

店、営業所であるが、この事案はなぜ、愛

知県に本店としたのか。 

 

※ 以上より、抽出案件１～４について、入

札監視委員会として内容を承認すること

で決定。 

 

 

 

ないため、地域要件を広げている。応札

した１７者すべてが刈谷市外の業者で

ある。 

 

 

 

 


